
【
寮
歌
研
究
報
告
№
１
１
５
】

『一
高
寮
歌
解
説
書
の
落
穂
拾
い
』（
そ
の
九
十
五
）

（詠
帰
会

森
下
達
朗
〈一
高
同
窓
会
会
友
〉

●
『
ア
ム
ー
ル
川
』
の
作
曲
者
論
争
の
検
証
（
Ⅰ
）
）

第
11
回
紀
念
祭
寮
歌
「
ア
ム
ー
ル
川
の
流
血
や
」（
明
37
）（
以
下
、「
ア
ム
ー
ル
川
」
と
い
う
）」
の
曲
調
は
軽
快
で
歌
い

や
す
い
こ
と
か
ら
、
広
く
世
間
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
軍
歌
「
歩
兵
の
本
領
」
や
「
メ
ー
デ
ー
歌
」
（
聞
け
万
国
の
労
働
者
）
な
ど

も
こ
の
旋
律
で
歌
わ
れ
た
。
旧
制
中
学
の
応
援
歌
や
校
歌
な
ど
に
使
わ
れ
た
例
も
多
い
。
ま
た
一
高
内
で
は
「
征
露
歌
」（
ウ
ラ

ル
の
彼
方
風
荒
れ
て
）《
青
木
得
三
作
詞
、
明
37
》
に
採
用
さ
れ
、『「
ア
ム
ー
ル
川
」
の
譜
』
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

作
曲
者
が
栗
林
宇
一
で
あ
る
か
永
井
建
子
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
長
い
論
争
の
経
緯
が
あ
る
が
、
平
成
21
年
10
月
2
日

の
日
本
経
済
新
聞
朝
刊
の
『
文
化
往
来
』
と
い
う
コ
ラ
ム
で
、
声
楽
家
藍
川
由
美
氏
の
新
た
な
見
解
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
事
態
は
新
た
な
展
開
を
見
せ
た
。
こ
の
記
事
に
よ
る
と
、
藍
川
氏
は
、「
ア
ム
ー
ル
川
」、「
歩
兵
の
本
領
」、「
メ
ー
デ
ー

歌
」
の
曲
が
す
べ
て
軍
歌
「
小
楠
公
」
（
明
治
32
年
刊
行
の
永
井
建
子
著
『
鼓
笛
喇
叭
軍
歌
実
用
新
譜
』
所
載
）
を
「
本
歌
」

と
し
て
い
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
記
事
が
出
た
翌
々
日
の
10
月
4
日
に
は
、G

o
o
g
l
e

のW
i
k
i
p
e
d
i
a

の
関

連
項
目
の
説
明
が
一
斉
に
こ
の
記
事
に
沿
っ
て
修
正
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
軍
歌
等
に
関
す
る
ブ
ロ
グ
や
書
籍
に
お
い
て

も
、
大
半
が
こ
の
記
事
の
内
容
に
追
従
し
た
こ
と
で
、
有
力
紙
の
記
事
の
影
響
力
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。

同
書
掲
載
の
「
小
楠
公
」
の
譜
は
「
ア
ム
ー
ル
川
」
の
譜
と
よ
く
似
て
お
り
、
し
か
も
二
年
先
行
し
て
い
る
の
で
、
藍
川
氏

の
説
が
か
な
り
の
説
得
力
を
持
つ
こ
と
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
を
全
面
的
に
正
し
い
と
す
る
に
は
ま
だ
い
く
つ

か
の
疑
問
点
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
筆
者
は
詠
帰
会
で
の
研
究
発
表
や
拙
著
『
一
高
寮
歌
解
説
書
の
落
穂
拾
い
・
増
補
新

版
』
で
指
摘
し
て
き
た
。
残
念
な
が
ら
、
い
ま
だ
疑
問
点
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
解
明
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
に
把

握
で
き
た
事
項
に
つ
い
て
、
今
後
詠
帰
会
の
例
会
で
ア
ト
・
ラ
ン
ダ
ム
に
報
告
し
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
い
。

は
じ
め
に
、
こ
の
問
題
の
発
端
と
な
っ
た
日
経
新
聞
の
記
事
お
よ
び
そ
れ
を
是
と
し
たGO

O
G
L
E

の
「
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
」、

ブ
ロ
グ
、
軍
歌
関
連
書
な
ど
の
記
述
に
つ
い
て
お
さ
ら
い
し
て
お
こ
う
。

◆
日
本
経
済
新
聞
『
文
化
往
来
』
平
成
21
年
10
月
2
日
朝
刊
（
全
文
）

旧
制
一
高
寮
歌
「
ア
ム
ー
ル
川
の
流
血
や
」、
軍
歌
「
歩
兵
の
本
領
」、
メ
ー
デ
ー
歌
「
聞
け
万
国
の
労
働
者
」
、
さ
ら
に
校

歌
の
い
く
つ
か
が
同
じ
曲
䢣
䢣
。
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
藍
川
由
美
は
、
そ
れ
ら
の
曲
が
す
べ
て
軍
歌
「
小
楠
公
」
を
「
本
歌
」
と

し
て
い
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。
5
日
の
東
京
文
化
会
館
の
リ
サ
イ
タ
ル
で
一
度
に
歌
う
。

日
本
音
楽
著
作
権
協
議
会
は
「
ア
ム
ー
ル
川
（
河
）
の
流
血
や
」
は
陸
軍
軍
楽
隊
長
を
務
め
た
永
井
建
子
と
旧
制
一
高
生
だ

っ
た
栗
林
宇
一
、「
歩
兵
の
本
領
」
と
「
メ
ー
デ
ー
歌
」
と
は
栗
林
の
作
曲
と
し
て
き
た
。
藍
川
は
大
正
11
年
（1

9
2
2

年
）

の
メ
ー
デ
ー
歌
か
ら
明
治
44
年
（
11
年
）
の
「
歩
兵
の
本
領
」、
明
治
34
年
の
「
ア
ム
ー
ル
川
の
流
血
や
」
䢧
䢧
と
作
曲
年

代
を
逆
に
た
ぐ
る
う
ち
、
明
治
32
年
の
永
井
の
著
作
「
鼓
笛
喇
叭
軍
歌
実
用
新
譜
」
に
載
っ
て
い
る
「
小
楠
公
」
に
た
ど
り

着
い
た
。

「
小
楠
公
」
の
楽
譜
に
は
「
七
五
調
に
作
り
た
る
長
編
の
軍
歌
に
し
て
未
だ
譜
な
き
も
の
に
は
、
こ
の
句
節
に
し
て
謡
は
し

む
る
」
と
付
記
さ
れ
、“
ひ
な
型
”
に
歌
詞
を
乗
せ
れ
ば
、
別
の
曲
が
作
れ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

茨
城
県
立
龍
ヶ
崎
第
一
高
校
、
岩
手
県
立
盛
岡
農
業
高
校
の
校
歌
、
石
川
県
立
金
沢
泉
丘
高
校
の
応
援
歌
も
「
小
楠
公
」
を

下
敷
き
に
し
た
形
跡
が
あ
る
。「
決
ま
っ
た
旋
律
に
様
々
な
詞
を
の
せ
て
歌
う
和
歌
披
講
の
伝
統
を
感
じ
る
」
と
藍
川
は
語
る
。

①



◆
ア
ム
ー
ル
川
の
流
血
や

出
典:

フ
リ
ー
百
科
事
典
『ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
（Wikip

ed
ia

）
』

【
抜
粋
、H

3
0
.3

】

「
ア
ム
ー
ル
川
の
流
血
や
」
は
、
旧
制
第
一
高
等
学
校
（
一
高
）
の
寮
歌
の
ひ
と
つ
で
、1

9
0
1

年
（
明
治
34
年
）
に

制
作
さ
れ
た
。
正
式
名
称
は
「
第
11
回
紀
念
祭
東
寮
寮
歌
」
だ
が
、
冒
頭
の
歌
詞
の
一
節
か
ら
取
ら
れ
た
タ
イ
ト
ル
で

知
ら
れ
て
い
る
。
「
嗚
呼
玉
杯
」
と
と
も
に
、
一
高
の
寮
歌
と
し
て
広
く
知
ら
れ
た
。

作
詞
は
塩
田
環
。
作
曲
は
栗
林
宇
一
と
さ
れ
、
作
詞
・
作
曲
と
も
生
徒
の
手
で
行
わ
れ
た
と
す
る
点
で
も
最
初
期
の
寮
歌

と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
曲
の
原
型
は
永
井
建
子
作
曲
の
軍
歌
「
小
楠
公
」
に
求
め
ら
れ
る
。
同
様
の
旋
律
で
歌
う
歌
に

は
、
軍
歌
「
歩
兵
の
本
領
」
、
労
働
歌
「
聞
け
万
国
の
労
働
者
」
な
ど
が
あ
る
。
一
高
内
で
は
本
曲
の
旋
律
を
用
い
て

「
征
露
歌

(

ウ
ラ
ル
の
彼
方)
」
が
制
作
さ
れ
た
。

曲
の
起
源
と
派
生

声
楽
家
・
歌
唱
史
研
究
者
の
藍
川
由
美
は
、1

8
9
9

年
（
明
治
32
年
）
に
出
版
さ
れ
た
『
鼓
笛
喇
叭
軍
歌
実
用
新
譜
』

に
あ
る
永
井
建
子
の
「
小
楠
公
」
が
原
曲
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
よ
り
後
の

1
9
0
1

年
（
明
治
34
年
）
に
発
表

さ
れ
た
「
ア
ム
ー
ル
川
の
流
血
や
」
を
栗
林
の
作
と
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

た
だ
し
、
軍
歌
「
歩
兵
の
本
領
」、
メ
ー
デ
ー
歌
「
聞
け
万
国
の
労
働
者
」
が
「
小
楠
公
」
か
ら
譜
を
と
っ
て
き
た
の

か
、
あ
る
い
は
一
度
「
ア
ム
ー
ル
川
の
流
血
や
」
を
経
由
し
た
も
の
な
の
か
は
な
お
検
討
を
要
す
る
。

当
時
は
、
学
校
の
校
歌
や
応
援
歌
は
「
嗚
呼
玉
杯
調
で
」
「
ア
ム
ー
ル
調
で
」
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、
こ

の
旋
律
は
一
高
の
曲
と
し
て
解
さ
れ
て
全
国
に
広
ま
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
一
高
内
で
は
「
征
露
歌

(

ウ
ラ
ル
の
彼

方)

」
に
旋
律
が
使
わ
れ
た
。
他
に
も
大
阪
府
立
北
野
中
学
校
（
現
・
北
野
高
校
）
の
応
援
歌
第
一
「
澱
江
春
の
」
や
滋

賀
県
立
彦
根
中
学
校
（
現
・
彦
根
東
高
校
）
の
応
援
歌
な
ど
に
も
使
用
例
が
み
ら
れ
る
。

◆
歩
兵
の
本
領

出
典:

フ
リ
ー
百
科
事
典
『ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
（Wikip

ed
ia

）
』

【
抜
粋
、H

3
0
.3

】

「
歩
兵
の
本
領
」
は
、1

9
11

年
（
明
治
44
年
）
に
発
表
さ
れ
た
日
本
の
軍
歌
。
歩
兵
を
謳
っ
た
歌
で
あ
る

た
め
歩
兵
の
歌
と
も
呼
称
さ
れ
る
。
作
詞
は
当
時
の
陸
軍
中
央
幼
年
学
校
（
の
ち
の
陸
軍
予
科
士
官
学
校
）
第

10
期
生
で
あ
っ
た
加
藤
明
勝
、
作
曲
（
原
曲
）
は
永
井
建
子
の
軍
歌
『
小
楠
公
』
の
流
用
で
あ
る
。

原
曲『

歩
兵
の
本
領
』
の
原
曲
は
、
こ
れ
ま
で1

9
0
1

年
（
明
治
34
年
）
に
製
作
さ
れ
た
旧
制
第
一
高
等
学
校
の
寮
歌
『
ア

ム
ー
ル
川
の
流
血
や
』
の
流
用
と
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
の
原
曲
は
の
ち
に
陸
軍
戸
山
学
校
軍
楽
隊
楽
長
と
な
る
永
井
建

子
が
、1

8
9
9

年
（
明
治
32
年
）
に
出
版
し
た
『
鼓
笛
喇
叭
軍
歌

実
用
新
譜
』
内
で
発
表
さ
れ
て
い
る
軍
歌
『
小
楠

公
』
で
あ
る
。
こ
の
真
実
は20

0
9

年
（
平
成
21
年
）
に
声
楽
家
兼
研
究
家
で
あ
る
藍
川
由
美
が
発
見
し
た
。
同
書
の
曲

譜
と
歌
詞
に
は
、
「
本
曲
譜
は
七
五
調
に
て
作
り
た
る
長
編
の
軍
歌
に
し
て
未
だ
曲
な
き
も
の
に
は
此
句
節
に
て
謡
は
し

む
る
の
作
意
な
れ
ば
爰
に
は
小
楠
公
の
一
編
を
藉
り
其
名
稱
と
な
す
」
と
の
永
井
の
但
し
書
き
が
付
い
て
い
る
。

こ
の
発
見
は
、1

9
4
4

年
（
昭
和
19
年
）
の
『
日
本
の
軍
歌
』
に
お
け
る
堀
内
敬
三
の
記
述
「
『
ア
ム
ー
ル
河
の
流
血

や
』
の
曲
が
永
井
建
子
の
作
曲
で
あ
る
こ
と
は
同
樂
長
か
ら
私
に
寄
せ
ら
れ
た
書
翰
で
始
め
て
知
つ
た
」
や
、1

9
9
2

年

（
平
成
4
年
）
の
『
向
陵
』
に
記
載
さ
れ
た
「
（
『
ア
ム
ー
ル
河
の
流
血
や
』
の
）
作
曲
者
栗
林
宇
一
氏
は
、
軍
歌
な

ど
二
、
三
の
既
成
曲
の
組
合
せ
で
作
っ
た
と
語
っ
て
お
ら
れ
る
」
と
も
合
致
す
る
。
こ
れ
ら
本
人
の
談
話
及
び
両
曲
の
楽

譜
と
そ
の
発
表
年
は
旧
制
一
高
生
（
中
退
）
で
あ
っ
た
栗
林
宇
一
が
、1

9
0
1

年
（
明
治
34
年
）
の
第
十
一
回
紀
念
祭
寮

歌
で
発
表
し
た
『
ア
ム
ー
ル
川
の
流
血
や
』
は
、1

8
9
9

年
に
発
表
さ
れ
た
軍
歌
『
小
楠
公
』
を
借
用
し
た
根
拠
と
な
り
得

る
が
、
『
日
本
の
唱
歌
（
下
）
』
（
金
田
一
春
彦
・
安
西
愛
子
編
。
講
談
社
）
な
ど
に
お
け
る
「
こ
の
歌
の
作
曲
者
は
以

前
、
陸
軍
軍
楽
隊
隊
長
、
永
井
建
子
と
誤
伝
さ
れ
て
い
た
が
」
と
の
記
述
に
は
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

上
記
二
曲
と
原
曲
を
共
有
す
る
歌
と
し
て
、1

9
2
2

年
（
大
正
11
年
）
に
労
働
歌
と
し
て
製
作(

替
え
歌)

さ
れ
た
「
メ

ー
デ
ー
歌
」(

聞
け
万
国
の
労
働
者)

が
存
在
す
る
。

②



◆
メ
ー
デ
ー
歌

出
典:

フ
リ
ー
百
科
事
典
『ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
（Wikip

ed
ia

）
』

【
抜
粋
、H

3
0
.3

】

「
メ
ー
デ
ー
歌
」
は
、
日
本
の
労
働
歌
。
歌
い
出
し
か
ら
「
聞
け
万
国
の
労
働
者
」
と
も
呼
ば
れ
る
。1

9
2
2

年
の
第

三
回
メ
ー
デ
ー
で
発
表
さ
れ
た
歌
で
、
作
詞
は
大
場
勇
。
曲
は
既
存
の
旋
律
を
流
用
し
た
も
の
で
、
「
ア
ム
ー
ル
川
の
流

血
や
」
や
「
歩
兵
の
本
領
」
の
替
え
歌
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
曲
の
原
曲
は
永
井
建
子
作
曲
の
軍
歌
「
小
楠
公
」
に
さ
か
の

ぼ
る
。

作
詞
者
の
大
場
勇
は
、
当
時
池
貝
鉄
工
所
の
従
業
員
・
労
働
組
合
員
で
あ
り
、
メ
ー
デ
ー
で
歌
う
た
め
の
行
進
唄
と
し

て
歌
詞
が
つ
く
ら
れ
た
。
「
ア
ム
ー
ル
川
の
流
血
や
」
「
歩
兵
の
本
領
」
で
歌
わ
れ
て
い
た
旋
律
は
、
校
歌
や
応
援
歌
に

流
用
さ
れ
て
い
た
た
め
全
国
的
に
有
名
で
あ
り
、
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
以
上
に
広
く
知
ら
れ
た
。

J
A
S
R
A
C

に
は
、
栗
林
宇
一
作
曲
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
（
栗
林
は
「
ア
ム
ー
ル
川
の
流
血
や
」
の
作
曲
者
と
さ
れ

て
い
た
人
物
で
あ
る
）
。
旋
律
を
同
じ
く
す
る
「
ア
ム
ー
ル
川
の
流
血
や
」
と
「
歩
兵
の
本
領
」
は
栗
林
宇
一
作
曲
、
永

井
建
子
作
曲
の
両
方
で
登
録
さ
れ
る
と
い
う
矛
盾
が
あ
る
。
「
ア
ム
ー
ル
川
の
流
血
や
」
「
歩
兵
の
本
領
」
の
元
歌
は
永

井
建
子
が1

8
9
9

年
に
出
版
し
た
軍
歌
「
小
楠
公
」
で
あ
る
。

◆
二
木
紘
三
の
う
た
物
語

（
ブ
ロ
グ
）

【
抜
粋
、H

3
0
.3

】

「
歩
兵
の
本
領
」
の
作
曲
者
に
つ
い
て
は
、
陸
軍
軍
楽
隊
の
楽
長
・
永
井
建
子
か
、
旧
制
第
一
高
等
学
校
の
学
生
で
、

同
校
の
寮
歌
『
ア
ム
ー
ル
川
の
流
血
や
』
の
作
曲
者
と
さ
れ
る
栗
林
宇
一
か
で
長
い
間
紛
糾
し
て
き
ま
し
た
が
、
遺
族
同

士
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て
、
栗
林
宇
一
作
曲
と
い
う
こ
と
で
一
度
は
決
着
し
ま
し
た
（
『
読
売
新
聞
』
昭
和
51
年

〈1
9
7
6

〉
５
月
１
日
号
に
よ
る
）
。

し
か
し
、
平
成
21
年
（2

0
0
9

）
、
声
楽
家
の
藍
川
由
美
の
調
査
に
よ
り
、
永
井
建
子
が
明
治
32
年
（1

8
9
9

）
に
出
版

し
た
『
鼓
笛
喇
叭
軍
歌
実
用
新
譜
』
に
掲
載
さ
れ
た
『
小
楠
公
』
が
原
曲
で
あ
る
と
判
明
し
ま
し
た
。

『
ア
ム
ー
ル
河
の
流
血
や
』
が
、
旧
制
一
高
の
第
11
回
記
念
祭
寮
歌
と
し
て
発
表
さ
れ
た
の
が
明
治
34
年
（1

9
0
1

）

２
月
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
永
井
建
子
作
曲
説
の
正
当
性
が
わ
か
り
ま
す
。

◆
『
戦
争
が
遺
し
た
歌
』
（（
長
田
暁
二
、
全
音
楽
譜
出
版
社

2
0

1
5

）

【
抜
粋
】

「
ア
ム
ー
ル
川
の
流
血
や
」
卣
卣
作
曲
者
は
栗
林
宇
一
説
が
長
ら
く
有
力
だ
っ
た
が
、
最
近
こ
の
定
説
を
ソ
プ
ラ
ノ

歌
手
の
藍
川
由
美
が
覆
し
た
。
彼
女
は
「
ア
ム
ー
ル
川
の
流
血
や
」
が
出
る
２
年
前
に
作
ら
れ
た
軍
歌
集
に
、
陸
軍
軍
楽

隊
隊
長
永
井
建
子
作
曲
の
軍
歌
「
小
楠
公
」
が
掲
っ
て
い
る
の
を
見
付
け
、
こ
れ
が
「
ア
ム
ー
ル
川
の
流
血
や
」
と
４
分

の
３
が
同
じ
だ
と
喝
破
し
た
。
「
小
楠
公
」
の
楽
譜
に
は
、
「
七
五
調
で
あ
れ
ば
、
別
の
歌
詞
で
も
使
え
る
」
旨
が
記
さ

れ
て
い
た
と
報
じ
た
。
当
時
は
音
楽
著
作
権
意
識
が
希
薄
で
お
お
ら
か
な
時
代
だ
っ
た
の
で
、
著
作
権
を
主
張
し
て
争
う

事
は
な
か
っ
た
ら
し
い
（
「
歩
兵
の
本
領
」
参
照
の
こ
と
）
。

「
歩
兵
の
本
領
（
歩
兵
の
歌
）
」
䢣
䢣
「
歩
兵
の
本
領
」
は
戦
中
の
「
軍
歌
集
」
で
は
永
井
建
子
作
曲
と
な
っ
て
い

た
。
そ
の
た
め
他
の
曲
集
に
は
、
栗
林
宇
一
作
曲
と
永
井
建
子
作
曲
の
２
説
が
あ
っ
た
。
昭
和
51
年
（
１
９
７
６
）
５

月
１
日
の
読
売
新
聞
の
記
事
に
拠
る
と
「
栗
林
氏
の
遺
族
落
合
百
合
子
さ
ん
、
永
井
氏
の
遺
族
永
井
邑
さ
ん
が
話
し
合
っ

た
結
果
、
栗
林
宇
一
さ
ん
の
曲
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
」
と
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
遺
族
の
話
合
い
を
尊
重
し
、
栗
林

宇
一
作
曲
説
を
採
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
平
成
２
年
10
月
24
日
付
の
読
売
新
聞
に
拠
る
と
、
日
本
の
唱
歌
を
研
究
し
て

い
る
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
藍
川
由
美
が
こ
の
定
説
を
覆
し
て
い
る
。
音
楽
著
作
権
は
作
者
の
死
後
50
年
で
消
滅
す
る
た

め
、
こ
れ
で
ど
う
こ
う
と
い
う
争
い
は
起
き
な
い
が
䢧
。
今
後
は
彼
女
の
研
究
結
果
を
尊
重
し
た
い
と
思
う
（
「
ア
ム
ー

ル
川
の
流
血
や
」
の
項
参
照
の
事
）
。

《
➡
森
下
注
：
藍
川
由
美
の
記
事
の
掲
載
紙
名
と
掲
載
日
は
誤
り
。
》

③



●
「
ア
ム
ー
ル
川
」
と
「
歩
兵
の
歌
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
検
証

「
歩
兵
の
本
領
（
歩
兵
の
歌
）
」
は
、
陸
軍
中
央
幼
年
学
校
第
十
期
生
の
加
藤
明
勝
が
作
詞
し
明
治
44
年
の
百
年
祭

で
発
表
し
た
も
の
だ
が
、
同
校
第
十
期
生
の
『
百
日
祭
』
と
題
す
る
歌
集
（
南
部
直
樹
氏
所
蔵
の
稀
覯
本
）
に
収
録
さ
れ

た
43
曲
の
内
容
を
検
証
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
一
高
寮
歌
か
ら
の
借
譜
に
よ
る
こ
と
が
明
記
し
て
あ
る
も
の
が
26
曲
に
も

及
ぶ
こ
と
が
判
明
し
た
。

そ
の
内
訳
は
、
「
玉
杯
」
７
曲
、
「
緑
も
ぞ
濃
き
」
７
曲
（
う
ち
４
曲
は
陸
軍
中
央
幼
年
学
校
第
五
期
の
「
西
豺
狼
」
の

譜
＝
「
緑
も
ぞ
濃
き
」
の
譜
か
ら
の
借
譜
）
、
「
都
の
空
に
」
、
「
波
は
逆
巻
き
」
お
よ
び
「
あ
ゝ
混
沌
の
」
各
１
曲
の
ほ

か
、
「
ア
ム
ー
ル
川
（
河
）
の
譜
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
「
歩
兵
の
歌
」
を
含
め
て
９
曲
に
及
ぶ
。

以
下
、
「
ア
ム
ー
ル
川
」
の
譜
か
ら
と
さ
れ
て
い
る
９
曲
の
第
１
節
の
歌
詞
の
み
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

①
「
十
期
磐
壽
」
䢣
䢣
「
隙
行
く
駒
の
足
早
み

流
る
ゝ
水
の
絶
間
な
く

年
の
小
車
め
ぐ
り
來
て

我
等
は
迎
ふ
百
日
祭
」

②
「
歩
兵
の
歌
」
䢣
䢣
「
萬
朶
の
櫻
か
衿
の
色

花
は
隅
田

（
マ
マ
）

に
あ
ら
し
吹
く

大
和
お
の
こ
と
生
れ
な
ば

散
兵
線
の
花
と
散
れ
」

③
「
兵
科
の
歌
」
䢣
䢣
「
嗚
呼
紅
の
襟
章
に

輝
く
星
を
光
ら
せ
て

未
來
の
ゲ
ネ
ラ
ル
夢
み
つ
ゝ

バ
タ
ツ
ク
我
に
望
あ
り
」

④
「
暫
し
の
別
れ
」
䢣
「
光
の
ど
け
き
春
の
日
に

春
を
奏
づ
る
鳥
の
歌

自
然
の
樂
譜
ひ
ら
き
て
は

希
望
の
光
あ
ふ
る
ゝ
を
」

⑤
「
騎
兵
の
歌
」
䢣
䢣
「
騎
兵
志
願
の
其
の
人
よ

伊
達
の
眼
鏡
は
六
十
度

腰
に
は
錆
び
た
グ
ル
メ
ッ
ト

萌
黄
も
お
か
し
ス
タ
の
色
」

⑥
「
野
砲
兵
科
」
䢣
䢣
「
衿
に
は
黄
菊
目
に
眼
鏡

具
者
長

ぐ
し
ゃ
な
が

股
ま
で
は
き
込
み
て

重
學
解
析
持
っ
て
來
い

朝
飯
前
の
一
仕
事
」

⑦
「
重
砲
兵
」
䢣
䢣
䢣
「
山
吹
色
は
同
じ
で
も

鐵
砲
擔
い
で
バ
タ

く
と

貧
乏
徳
利
横
に
し
た

衿
に
榮
あ
る
も
ぐ
ら
も
ち
」

⑧
「
工
兵
の
歌
」
䢣
䢣
「
工
兵
志
願
の
剛
の
者

足
の
長
さ
は
二
寸
五
分

顔
の
色
は
セ
ピ
ア
と
か

ど
こ
か
ら
見
て
も
土
方
然
」

⑨
「
交
通
兵
」
䢣
䢣
䢣
「
シ
グ
ナ
ル
急
に
下
つ
て
は

ど
こ
を
お
す
や
ら
引
く
の
や
ら

機
關
車
内
で
大
騒
ぎ

そ
れ
で
も
汽
車
は
止
ま
ら
な
い
」

い
ず
れ
も
１
節
が
４
行
か
ら
な
っ
て
お
り
、
永
井
建
子
の
作
と
さ
れ
る
「
小
楠
公
」
の
よ
う
に
１
節
が
６
行
の
も
の
は

見
当
た
ら
な
い
。「
百
日
祭
」
と
は
予
科
の
卒
業
予
定
日
の
百
日
前
に
兵
科
（
兵
種
）
や
原
隊
（
配
属
任
地
）
が
決
ま
る

の
を
記
念
し
て
開
か
れ
た
伝
統
的
な
行
事
で
、
旧
制
高
校
寮
の
紀
念
祭
に
近
い
性
格
を
持
ち
、
百
年
祭
の
折
に
作
ら
れ
た

歌
に
は
、
右
に
見
る
よ
う
に
寮
歌
の
譜
を
借
用
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
み
て
も
、
原
曲
が
ど
こ
ま
で

遡
ら
れ
る
か
と
い
う
問
題
は
別
と
し
て
、「
歩
兵
の
本
領(

歩
兵
の
歌
）」
は
あ
く
ま
で
一
高
の
「
ア
ム
ー
ル
川
」
の
替
え

歌
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
永
井
の
「
小
楠
公
」
の
流
用
で
あ
る
と
い
う
説
や
永
井
自
身
が
改
め
て
作
曲
し
た
と

い
う
説
が
当
た
ら
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

以

上

（
平
成
三
十
年
三
月
）

④


